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市
で
は
城
下
町
で
あ
る
旧
町
人

町
な
ど
の
町
並
み
保
存
に
向
け
て
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度

（
伝
建
地
区
制
度
）へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
概
要

と
現
状
を
調
査
し
ま
し
た
。

伝
建
地
区
制
度
と
は

　

文
化
財
と
し
て
価
値
の
あ
る
町

並
み
の
景
観
を
保
存
・
活
用
す
る

た
め
の
国
の
制
度
で
、
特
に
価
値

が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
」
に
選
定
さ
れ
、
国
の
財
政
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。市
で
は
、こ

れ
ま
で
に
実
施
し
た
村
上
地
区
の

旧
町
人
町
等
の
現
存
状
況
調
査
等

を
踏
ま
え
て
、
令
和
３
年
度
に

「
伝
建
地
区
保
存
条
例
」を
制
定
し
、

保
存
活
用
計
画
策
定
の
た
め
の
審

議
会
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
の
同
意
と
市
全
体
の
理
解

　

こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
事

業
で
は
、
建
造
物
の
外
観
改
修
等

へ
の
自
己
負
担
が
３
分
の
１
で
し

た
が
、
伝
建
地
区
制
度
で
は
自
己

負
担
を
10
％
と
す
る
制
度
設
計
を

検
討
し
て
お
り
、
所
有
者
の
か
な

り
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

そ
の
反
面
、
地
区
中
に
立
地
す
る

建
物
や
土
木
構
造
物
、
樹
木
な
ど

全
て
の
物
件
に
対
し
て
規
制
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
存
地
区
指
定
に
は
住
民
の
７

割
〜
８
割
の
同
意
が
必
要
と
の
こ

と
で
す
が
、
同
制
度
の
進
捗
に
は
、

価
値
あ
る
町
並
み
の
景
観
保
存
へ

の
市
民
全
体
の
理
解
も
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
ま
し
た
。

議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑴

対象となる建物や町並みの特性等を歩いて確認

　

当
委
員
会
で
は
１
月
に
村

上
市
ご
み
処
理
場
を
視
察
し
、

年
間
２
万
ト
ン
余
り
を
焼
却

処
理
等
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

焼
却
処
理
で
発
生
す
る
年

間
２
千
ト
ン
の
主
灰
は
市
外

・
県
外
で
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

さ
れ
、
飛
灰
と
呼
ば
れ
る
軽

い
灰
は
年
間
８
百
ト
ン
発
生

し
、
市
内
２
カ
所
の
最
終
処

分
場
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
最
終
処
分
場

を
視
察
し
、
現
状
と
課
題
を

確
認
し
ま
し
た
。

荒
沢
最
終
処
分
場

　

こ
こ
で
は
固
化
し
た
飛
灰

が
持
ち
込
ま
れ
、
埋
め
立
て

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

25
年
で
満
杯
に
な
る
と
見
込

ま
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
処

分
場
の
浸
出
水
は
施
設
内
の

処
理
施
設
で
有
害
物
を
除
去
、

除
菌
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
排
出
水
、
地
下
水

は
定
期
的
に
水
質
検
査
し
て

い
る
と
の
説
明
で
し
た
。

荒
川
郷
最
終
処
分
場

　

檜
原
の
旧
ご
み
処
理
場
敷

地
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
焼

却
残
さ
は
こ
こ
に
搬
入
さ
れ
、

埋
め
立
て
処
理
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
の

た
め
、
処
分
場
周
囲
の
盛
り

土
等
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

視
察
の
中
で
水
害
等
の
災

害
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
不

安
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、

受
け
入
れ
前
工
事
に
万
全
を

期
し
て
い
く
と
の
説
明
で
し

た
。

　

視
察
を
終
え
て
、
今
後
は

市
全
体
の
ご
み
の
量
を
減
ら

す
と
共
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
比

率
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
痛
感
し
ま
し
た
。

浸出水の処理について説明を聞く

地域を見る、聞く
議会の活動レポート

価
値
あ
る
町
並
み
の
保
存
へ

廃棄物最終処分場を視察

総
務
文
教
常
任
委
員
会

市民厚生常任委員会

4
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4
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当
委
員
会
で
は
、
間
島
地
内
お

よ
び
吉
浦
地
内
に
お
け
る
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

被
害
の
状
況
は

　

間
島
地
内
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
が

葛
の
根
を
食
す
る
た
め
と
思
わ
れ

る
掘
り
起
こ
し
に
よ
り
、
水
田
周

辺
の
民
有
林
の
斜
面
が
、
高
さ
６

㍍
、
幅
10
㍍
に
渡
り
崩
さ
れ
て
い

る
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
、

強
い
風
雨
に
よ
り
、
掘
り
起
こ
さ

れ
た
斜
面
の
土
砂
が
水
路
に
崩
れ

落
ち
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

対
応
策
を
確
認

　

市
農
林
水
産
課
の
説
明
で
は
、

水
田
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
電
気

柵
を
張
り
巡
ら
せ
て
あ
る
の
で
、

直
接
的
被
害
は
ま
だ
発
生
し
て
い

な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
の
時

期
に
お
い
て
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
り

掘
り
起
こ
さ
れ
た
斜
面
の
土
砂
が

水
路
に
流
れ
込
む
二
次
的
被
害
の

危
険
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
イ
ノ

シ
シ
の
個
体
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

捕
獲
後
の
埋
設
処
理
は
負
担
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
焼
却
処
理
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
朝
日
・
山
北
地

区
で
は
、
こ
れ
以
上
の
イ
ノ
シ
シ

被
害
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
が
多

く
あ
り
、
地
域
全
体
の
イ
ノ
シ
シ

駆
除
に
対
応
す
る
た
め
、
捕
獲
支

援
金
や
狩
猟
免
許
取
得
費
用
へ
の

補
助
金
増
額
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
な
ど
、
個
体
数
を
減
ら
す
た
め

の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑵

イノシシが掘り起こした斜面（間島地内）

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対
策
は

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　本市では、「安心して子どもを産み育てられるまちづくり」
を重要施策として、保育環境の整備・改善に取り組んでいま
す。しかし、近年は、年度途中の３歳未満児の受け入れが十
分にできず、多くの待機児童が発生する事態となっています。
議会としてはこのような現状を早急に改善すべきであるとし
て、市長へ申し入れを行いました。
保育環境の充実に関する申し入れ保育環境の充実に関する申し入れ
① ニーズの高い３歳未満児保育の受入拡充に向け、早急に保① ニーズの高い３歳未満児保育の受入拡充に向け、早急に保

育士の確保を図ること育士の確保を図ること
② 将来を見据えた保育施設の改修を進めるとともに、民間活② 将来を見据えた保育施設の改修を進めるとともに、民間活

力による施設整備を推進し、保育環境の充実を図ること力による施設整備を推進し、保育環境の充実を図ること

保育環境の早急な改善を
高橋市長に要望

新
た
な
議
会
改
革
へ

　

令
和
２
年
３
月
に
最
終
報
告

を
行
っ
た
先
の
議
会
改
革
調
査

研
究
特
別
委
員
会
で
は
、
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
の
在
り
方
の

調
査
・
検
討
を
進
め
た
ほ
か
、

議
会
運
営
上
の
規
則
等
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
、
そ
の
結
果
が

現
在
の
議
会
運
営
に
反
映
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
新
た
に
議
会
改
革
に

取
り
組
む
た
め
、
５
月
13
日
に

開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置
を
全
会
一
致
で
決
定

し
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ
れ
た

８
人
が
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

倫
理
観
の
向
上
を
図
る

　

同
特
別
委
員
会
で
は
、
初
め

に
会
派
や
議
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
数
多
く
の

検
討
項
目
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
今
後
、
政
治
倫

理
条
例
制
定
な
ど
に
よ
る
議
員

の
倫
理
観
の
向
上
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
よ
る
運
営
事
務
の
効

率
化
、
議
員
定
数
の
見
直
し
な

ど
を
中
心
に
調
査
・
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
の
審
議
内
容

に
つ
い
て
は
、
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
議
会
だ
よ
り
で

随
時
報
告
い
た
し
ま
す
。

緊
急
申
し
入
れ

議会改革調査特別委員会を設置

4
18

 6月24日
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一　

般　

質　

問

⑴

　一般質問は、市の行政全般について、自由なテーマで市長に質問・
政策提案を行い、市民の声を市政に届けるものです。６月定例会では、
11人の議員が一般質問を行いました。ここでは、質問と答弁の一部を
ご紹介します。なお、掲載された原稿は質問者が作成しています。

新政村上　長谷川孝
１．再生可能エネルギーがもたらす新

産業の育成
２．道の駅朝日の拡充計画

1 渡辺　昌
１．ふるさと納税の現状と今後の取組
２．イノシシ被害の対策強化
３．日本玩具歴史館

7

市声クラブ　山田　勉
１．海岸侵食対策
２．高等教育機関の誘致
３．のりあいタクシー

2 令和新風会　髙田　晃
１．定年延長制度施行に向けた取組
２．障がい者（児）福祉政策

8

上村正朗
１．障がい者の就労支援
２．生活困窮者の自立支援対策
３．子どもの貧困対策計画
４．村上市デジタルトランスフォーメ

ーション（DX）推進方針

3 鷲ヶ巣会　菅井晋一
１．森林環境譲与税の活用と林業の成

長産業化
２．旧村上総合病院跡地の活用

9

市声クラブ　木村貞雄
１．産業振興
２．経済振興とエネルギー問題

4

稲葉久美子
１．新型コロナウイルス感染症の現状

と今後の対策
２．除雪対策
３．自主防災対策
４．物価高騰に対する対策

10

高志会　小杉武仁
１．子育て支援の充実
２．地域の治安対策

5

鷲ヶ巣会　河村幸雄
１．読書活動の充実
２．子どものネット・ゲーム依存対策
３．活力ある地域を目指すこと

6

富樫雅男
１．コロナ禍での経済支援策
２．帯状疱疹及び水疱瘡への対応

11

６月定例会

一
質
般
問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

4
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一　

般　

質　

問

⑵

再エネで未来世代へバトン
﹁
脱
炭
素
﹂
あ
る
い
は
﹁
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
﹂
が
世

界
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て

い
る
︒

　
化
石
燃
料
の
代
替
電
源
と
な

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
︵
再

エ
ネ
︶
の
中
で
︑
特
に
洋
上
風

力
・
太
陽
光
・
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
を
中
心
と
し
た
本
市
の
新
産

業
へ
の
起
業
者
育
成
に
よ
っ
て

﹁
未
来
世
代
へ
の
バ
ト
ン
パ
ス
﹂

に
つ
な
が
る
政
策
が
必
要
と
考

え
る
が
︑
市
長
の
見
解
を
伺
う
︒

洋
上
風
力
、
太
陽
光
お
よ

び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
本
市

の
地
域
特
性
が
も
た
ら
す
豊
富

な
再
エ
ネ
資
源
で
あ
り
、
既
に

本
市
で
も
こ
れ
ら
の
資
源
を
活

用
し
た
発
電
事
業
の
実
施
や
検

討
が
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た

再
エ
ネ
に
よ
る
発
電
事
業
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
縮
減
に
寄
与

問答

す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
に
資
す
る
雇

用
の
創
出
や
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、本

市
で
は
、
地
方
創
生
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
※
）
の
実
現
を
目
指
し
、
本
年
３
月
に
学

校
法
人
東
京
理
科
大
学
等
と
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
連
携
協
力
す
る
事
項
と
し
て

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
立
案
、
再
エ
ネ
資

源
を
活
用
し
た
新
規
事
業
の
創
出
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
。
今
後
は
、
新
た
な
産
業
の

創
設
や
こ
れ
に
よ
る
雇
用
の
創
出
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
産
学
官
連

携
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。ま
た
、発

電
事
業
等
を
検
討
す
る
事
業
者
に
対
し
て

は
、
積
極
的
な
導
入
支
援
を
行
い
、
再
エ

ネ
の
推
進
と
合
わ
せ
て
起
業
者
育
成
に
努

め
て
い
く
。

海
岸
侵
食
対
策
に
つ
い
て
︑
管
理
者

で
あ
る
県
と
の
連
携
は
︒

現
在
、
県
で
は
塩
谷
海
岸
に
お
い
て

は
養
浜
工
を
、
寒
川
海
岸
と
柏
尾
海
岸
で

は
離
岸
堤
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
も
県
お
よ
び
区
長
会
を
は
じ
め
と
す

る
各
地
域
の
団
体
と
合
同
で
の
現
地
調
査

や
対
策
が
必
要
な
箇
所
の
情
報
共
有
、
対

策
工
事
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
整
備

促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

高
等
教
育
機
関
を
誘
致
す
る
こ
と
で
︑

地
域
活
性
化
や
人
口
減
少
対
策
に
な
る
と

思
う
が
︒

問答問

高
等
教
育
機
関
が
市
内
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
で
、
市
内
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
や

生
活
消
費
に
伴
う
経
済
効
果
、
転
入
に
よ

る
人
口
の
増
加
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
本
市
の
教
育
環
境
の

充
実
と
産
学
官
連
携
に
よ
る
地
域
社
会
へ

の
波
及
効
果
、
地
域
経
済
や
人
口
増
加
へ

の
好
影
響
等
を
期
待
し
、
誘
致
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

胎
内
市
の
予
約
制
の
り
あ
い
自
動
車

は
１
回
３
０
０
円
と
定
額
で
あ
り
︑
利
用

し
や
す
い
料
金
で
あ
る
︒
本
市
で
も
財
源

を
調
整
し
︑
定
額
制
と
し
て
は
ど
う
か
︒

本
市
で
運
行
す
る
の
り
あ
い
タ
ク
シ

ー
は
、
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
、
路

線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交
通
事
業
者

に
よ
る
運
行
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
交
通
事
業
者
と
同
様
に
乗
車
距

離
に
よ
る
料
金
設
定
と
し
て
お
り
、
定
額

制
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
考

え
て
い
な
い
。

答問答

海
岸
侵
食
へ
の
対
応
強
化
を

侵食が進む塩谷海岸

学校法人東京理科大学等と４者の連携協定を締結

長 谷 川 孝

山 田 　 勉

　※「ＳＤＧｓ（エスディージーズ）」とは？　Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称であり、2015年９月に国連で開かれたサミットで決められた、国際社会共通の目標。
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一　

般　

質　

問

⑶
障がい者基幹相談支援センターの役割は大きい

（村上市役所本庁舎１階）

ふるさとに戻ってくることが期待される鮭の稚魚

鮭
の
漁
獲
量
の
落
ち
込
み

の
原
因
分
析
と
対
策
は
︒

鮭
の
不
漁
は
全
国
的
な
現

象
で
、
対
前
年
比
で
新
潟
県
は

54
％
の
大
幅
な
減
少
で
あ
る
。

水
産
庁
に
よ
る
と
、
地
球
温
暖

化
に
よ
り
海
水
温
や
海
流
が
変

化
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
は

な
い
か
と
し
て
い
る
。
三
面
川

鮭
産
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
漁

獲
量
の
安
定
化
に
向
け
、
稚
魚

の
生
存
率
を
高
め
る
た
め
、
時

期
を
ず
ら
し
て
稚
魚
の
放
流
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
産
卵

数
１
０
０
０
万
粒
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

ウ
ラ
イ
を
設
置
し
て
い
る

護
床
工
な
ど
の
改
修
工
事
を
県

へ
要
望
し
て
い
る
が
予
算
化
さ

れ
な
い
た
め
︑
今
年
度
︑
三
面

川
鮭
産
漁
業
協
同
組
合
で
は
応

急
処
置
を
す
る
よ
う
で
あ
る
︒

市
と
し
て
援
助
で
き
な
い
も
の

問答問

障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
充
実

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
就
労
支
援
機
能
の
充
実
が
必
要
で
は
︒

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ア
シ

ス
ト
」
と
の
連
携
を
強
化
し
て
就
労
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

就
労
準
備
支
援
事
業
に
お
い
て
︑
障
が
い

者
の
就
労
支
援
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
︒

障
が
い
者
に
対
す
る
就
労
支
援
は
専

門
的
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
関
係
機
関

の
連
携
を
進
め
な
が
ら
障
が
い
者
の
就
労

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

生
活
困
窮
者
支
援
に
お
け
る
関
係
機

関
の
情
報
共
有
の
現
状
と
課
題
は
︒

問答問答問

支
援
調
整
会
議
の
全
体
会
と
定
例
会

を
開
催
し
て
関
係
機
関
の
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
る
。
相
談
窓
口
と
の
連
携
や
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
、
本
人
が
支
援
を
求
め

な
い
ケ
ー
ス
、
相
談
員
不
足
等
の
課
題
が

あ
る
。生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

﹁
支
援
会
議
﹂を
設
置
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
︒

現
状
の
検
証
を
進
め
、
設
置
の
可
能

性
や
効
果
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

本
年
度
策
定
さ
れ
る
子
ど
も
の
貧
困

対
策
計
画
の
基
本
理
念
お
よ
び
施
策
の
基

本
方
針
は
︒

国
の
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す

る
大
綱
」
お
よ
び
「
新
潟
県
子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
計
画
」
の
趣
旨
に
倣
い
、
基

本
方
針
に
つ
い
て
は
、
誰
に
向
け
た
計
画

で
、
ど
こ
を
目
指
し
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

答問答問答

か
︒

県
へ
は
早
急
な
対
応
を
要
望
し
て
お

り
、
今
年
度
に
つ
い
て
も
予
備
費
で
若
干

対
応
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
は
今
後
も
行
っ
て
い
く
。

本
市
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表

明
し
て
お
り
︑
積
極
的
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る

が
︑
経
済
振
興
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
推
進
に
つ
い
て
︑
市
長
の
考
え
を
伺
う
︒

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
は
雇

用
の
創
出
や
地
域
経
済
の
発
展
に
も
つ
な

が
る
と
捉
え
て
い
る
。
本
市
で
は
、
地
方

創
生
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
を
目
指
し
、

３
月
に
東
京
理
科
大
学
等
と
の
連
携
協
定

を
締
結
し
た
。
今
後
は
、
新
た
な
産
業
の

創
設
な
ど
で
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が

る
よ
う
産
学
官
連
携
を
進
め
て
い
く
。

答問答

鮭の不漁対策の現状は

上 村 正 朗

木 村 貞 雄
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一　

般　

質　

問

⑷

見守り意識で犯罪防止を
治
安
対
策
で
は
︑
犯
罪
が

起
き
に
く
い
地
域
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
︑﹁
な
が

ら
見
守
り
﹂
パ
ト
ロ
ー
ル
が
効

果
を
発
揮
す
る
と
捉
え
る
︒﹁
な

が
ら
見
守
り
﹂
と
は
︑
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
や
買
い
物
な
ど
の
日
常

生
活
や
通
常
の
活
動
を
行
い
な

が
ら
︑
防
犯
の
視
点
を
持
っ
て

見
守
り
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ

る
が
︑
危
険
や
無
理
の
な
い
範

囲
で
市
民
が
協
力
で
き
る
よ
う
︑

施
策
と
し
て
進
め
ら
れ
な
い
か
︒

「
な
が
ら
見
守
り
」パ
ト
ロ

ー
ル
は
、
個
人
で
も
気
軽
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

有
益
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
安

全
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
お
け

る
犯
罪
の
抑
止
に
も
大
い
に
貢

献
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
る

が
、
当
事
者
で
あ
る
個
人
の
安

全
確
保
な
ど
、
ど
う
い
っ
た
形

問答

で
取
り
組
み
を
実
践
で
き
る
か
、
村
上
警

察
署
や
防
犯
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
団
体

と
連
携
し
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
。

市
役
所
本
庁
内
で
発
生
し
た
︑
来
庁

者
に
よ
る
銃
刀
法
違
反
の
事
案
に
つ
い
て

は
︑
市
職
員
に
よ
る
適
切
な
指
示
と
対
応

に
よ
っ
て
幸
い
に
も
逮
捕
に
至
っ
た
が
︑

同
様
の
事
案
に
関
す
る
今
後
の
対
応
策
は
︒

本
市
で
は
、
窓
口
対
応
に
お
い
て
不

当
な
要
求
や
、
身
の
危
険
を
感
じ
る
よ
う

な
事
案
に
備
え
「
村
上
市
不
当
要
求
行
為

等
の
対
策
に
関
す
る
要
綱
」に
基
づ
き
、複

数
の
職
員
で
組
織
的
に
対
応
す
る
こ
と
な

ど
、
具
体
的
な
対
処
方
針
を
定
め
て
い
る

が
、
職
員
一
人
一
人
が
対
応
で
き
る
よ
う

周
知
徹
底
し
、
防
犯
訓
練
の
実
施
も
計
画

し
て
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。

問答

読
書
環
境
の
拡
充
や
学
校
司
書
の
役

割
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
︒

中
央
図
書
館
の
長
期
団
体
貸
し
出
し

制
度
の
活
用
で
蔵
書
の
充
実
を
図
り
、
保

護
者
や
地
域
の
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
連
携
し
た
読
書
環
境
整
備
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
２
人
の
学
校
司
書
を
配
置
し
、

学
校
図
書
館
の
環
境
整
備
を
進
め
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
す
る
な
ど
児

童
が
読
書
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
る
。
５
年
度
で
市
内
全
て
の
小

学
校
を
一
巡
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
今
後

の
配
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

学
校
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
新

た
な
活
用
方
法
の
考
え
は
︒

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
予
定
は
な
い
が
、

新
た
な
活
用
法
と
し
て
、
毎
月
１
回
程
度
、

適
応
指
導
教
室
指
導
員
等
を
配
置
し
、
生

徒
が
昼
休
み
や
放
課
後
に
気
軽
に
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
、
お
し
ゃ
べ
り
や
相
談
し
た

り
で
き
る
「
学
校
内
の
居
場
所
」
や
「
学

校
カ
フ
ェ
」
な
ど
の
相
談
機
能
を
持
つ
場

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
の
現
状
は
︒

毎
年
、
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い

る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
平

日
２
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
を
す
る
本
市
の
小

学
生
は
64
・
６
％
で
、
全
国
よ
り
も
15
・

２
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
中
学
生
で
は
58
・
２

％
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
年

々
増
加
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を

夜
遅
く
ま
で
し
て
い
る
こ
と
で
、
朝
起
き

る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
生
徒
も
い
る
と

学
校
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。

問答問答

全
校
に
学
校
司
書
の
配
置
を

読書環境の充実へ司書の配置

防犯力アップに向けた施策を期待

「ながら見守り」で地域の安全を守ろう!
～自分たちの地域は、自分たちで守る～

地域の防犯力アップ

｢ながら見守り」は、日常生活を送る中で、気軽に防犯の視点を持って、
子どもや地域の安全を見守る活動です。

｢地域の安全は地域で守る」という気運の高まりにより、新潟県内における防犯ボラン
ティア団体数も増加してきましたが、一方で、活動員の高齢化が進み、活動従事者の固定
化や後継者不足が課題となっています。
｢ながら見守り」は、誰でも気軽に参加でき、無理なく続けることができる活動として
注目されています。

見守り時の注意事項

地域の大人による見守りの目が増えることで、
犯罪をしにくい環境づくりにつながります

●危険なことはせずに早めに通報を！
見かけない人がウロウロしている（車が止まっている）など、ちょっとおかしいと感じたら、
危険なことはせず最寄りの警察署や交番等に通報してください。事件や事故を目撃
したら、直ちに110番通報を!!
●交通事故に注意！
子どもや周囲に注目しすぎて、交通事故に遭わないように注意してください。
●無理をしない！
気負わず、普段の生活の一部として気楽にやりましょう。重要なのは継続です。知人
を誘ったりして、防犯の輪を広げることで、犯罪の起こりにくい地域づくりにつながり
ます。

仕事を
しながら

ウォーキングしながら

犬の散歩を
しながら

花の
みずやりを
しながら

小 杉 武 仁

河 村 幸 雄
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一　

般　

質　

問

⑸

利用者が増加している放課後等デイサービス

ふるさと納税で本市の魅力を全国へ

就
労
継
続
支
援
事
業
所
か

ら
﹁
仕
事
が
な
い
﹂
と
い
っ
た

声
が
あ
る
が
認
識
は
︒

そ
う
い
っ
た
声
は
届
い
て

い
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ

ン
ト
が
少
な
く
な
り
、
売
り
上

げ
が
落
ち
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

障
が
い
者
就
労
施
設
か
ら

の
物
品
等
の
調
達
実
績
が
︑
他

市
に
比
べ
て
低
い
が
︑
庁
内
の

連
携
・
協
力
体
制
が
不
足
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
︒

結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
要
因
の
一
つ
に
横
の
連
携
不

足
が
あ
る
。
現
状
を
踏
ま
え
て

改
善
を
図
っ
て
い
く
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
な
ど
の
利
用
者
が
増
え

て
い
る
現
状
の
中
で
︑
事
業
所

間
や
学
校
と
の
連
携
不
足
を
感

じ
る
が
︒

今
後
は
、
事
業
所
間
の
連

携
が
十
分
図
ら
れ
る
よ
う
、
子

問答問答問答

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
強
化
を

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み

の
目
的
や
寄
附
金
の
現
状
は
︒

全
国
か
ら
の
寄
附
金
は
、
本
市
の
美

し
い
景
観
や
伝
統
を
守
り
、
次
世
代
に
生

か
す
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
有
効
活

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
返
礼
品
を
通
じ
て
、

本
市
の
特
産
品
や
観
光
資
源
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
す
る
有
効
な
手
段
で
も
あ
る
。
３
年
度

の
寄
附
は
２
万
８
３
３
０
件
、
寄
附
金
額

４
億
６
２
８
５
万
円
ほ
ど
で
、
前
年
度
比

30
％
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

寄
附
金
を
募
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
は
じ
め
︑
他
の
自
治
体
の

も
の
と
比
較
し
て
︑
本
市
の
Ｐ
Ｒ
が
弱
い

問答問

の
で
は
な
い
か
︒

寄
附
募
集
の
経
費
を
寄
附
金
総
額
の

５
割
以
下
と
す
る
国
の
基
準
に
則
し
て
運

営
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
広
告
費
の

捻
出
が
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
レ
イ
ア
ウ

ト
は
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

国
が
示
す
基
準
に
則
し
た
上
で
、
本
市
の

魅
力
を
寄
附
者
の
方
へ
Ｐ
Ｒ
で
き
る
手
法

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
は
既
に
相
当
数
が
生
息
し

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
︒
以
前
よ
り
課
題

と
な
っ
て
い
る
捕
獲
後
の
処
理
に
つ
い
て
︑

一
刻
も
早
い
対
策
が
望
ま
れ
る
が
︒

埋
設
処
理
の
作
業
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
整
備
事
業
に
よ
る
埋
設
作
業
費

や
運
搬
費
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
焼

却
処
分
に
つ
い
て
も
課
題
を
整
理
し
な
が

ら
、
早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

答問答

ど
も
部
会
で
進
め
て
い
く
。学
校
で
は
、ケ

ー
ス
会
議
な
ど
で
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
職
員
と
話
し
合
う
機
会
を
設

け
て
お
り
、
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
る
。

屋
内
遊
び
場
が
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
が
︑旧
神
納
東
小
学
校
に
つ
い
て
は
︑障

が
い
児
や
子
育
て
に
困
難
を
有
し
て
い
る

保
護
者
が
︑
相
談
や
支
援
︑
機
能
訓
練
や

交
流
も
で
き
る
官
民
協
働
の
総
合
施
設
に

し
て
は
ど
う
か
︒

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
、
常
に
来
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
受
け
皿
と
な
る

担
い
手
が
常
駐
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
今
後
、
学
校
施
設
全
体
の
用
途
変

更
を
考
え
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
く
。

問答

障がい者への福祉政策

渡 辺 　 昌

髙 田 　 晃
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一　

般　

質　

問

⑹

旧村上総合病院の活用は
旧
村
上
総
合
病
院
跡
地
は
︑

移
転
し
て
１
年
半
が
過
ぎ
︑
現

地
は
景
観
的
に
も
村
上
駅
前
の

一
等
地
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
状

況
で
あ
る
︒
早
急
な
再
生
整
備

が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
︑
今
後
の
活
用
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
︒

旧
村
上
総
合
病
院
の
解
体

は
、
本
年
秋
頃
の
着
工
、
令
和

６
年
度
上
半
期
ま
で
の
工
期
と

聞
い
て
い
る
。
解
体
後
の
跡
地

の
利
活
用
は
、
解
体
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
同
時
進
行
で
進
め
る
こ

と
と
し
、
官
官
連
携
に
よ
る
国

や
市
の
行
政
機
能
を
備
え
た
施

設
の
ほ
か
、
官
民
連
携
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
図
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

病
院
跡
地
の
取
得
方
法
は
︒

購
入
、
譲
与
、
寄
附
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
と
思

う
が
、
今
後
詳
細
を
詰
め
て
い

問答問答

く
。

具
体
的
な
活
用
計
画
が
示
さ
れ
な
い

現
状
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
が
︑
先
進

事
例
﹁
ア
オ
ー
レ
長
岡
﹂
は
︑
市
民
が
交

流
す
る
場
と
行
政
機
能
を
兼
ね
備
え
︑
街

中
に
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
︑
地
域
課
題

の
解
決
を
目
指
す
市
民
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
︒
当
初
の
理
念
が
着
実
に
根
付
き
︑

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
︒
病
院
跡
地

の
再
開
発
は
︑
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
表
す
象
徴
的
な
姿
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
︒
市
民
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
思
い
を
受
け
止
め
な
が
ら
高
い
理
念

を
も
っ
て
合
意
形
成
し
て
ほ
し
い
が
︒

市
民
が
こ
ぞ
っ
て
集
え
る
よ
う
な
空

間
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
く
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
、
し

っ
か
り
と
取
り
組
む
。

問答

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
︑
保
育
園

や
学
校
の
給
食
︑
高
齢
者
施
設
で
の
食
事

負
担
が
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
︒

各
学
校
給
食
調
理
場
の
給
食
会
計
に

助
成
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
負
担
を
増
や

す
こ
と
な
く
給
食
が
提
供
で
き
る
よ
う
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
補
正
予
算
を

提
案
す
る
予
定
で
あ
る
。
保
育
園
の
副
食

費
に
対
す
る
保
護
者
負
担
に
つ
い
て
は
、

要
綱
で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
改
定
の
予
定
は
な
い
。
介
護
保
険
施
設

等
に
お
け
る
食
事
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

介
護
保
険
制
度
で
負
担
限
度
額
が
定
め
ら

問答

れ
て
い
る
が
、
金
額
が
改
正
さ
れ
る
予
定

は
な
い
。
今
後
も
物
価
高
騰
が
予
測
さ
れ

る
た
め
実
態
調
査
を
行
い
、
必
要
な
支
援

策
を
検
討
す
る
。

物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影

響
に
対
す
る
支
援
策
は
︒

国
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
給

付
金
を
支
給
す
る
ほ
か
、
原
油
価
格
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
い
る
タ
ク
シ
ー
業
界
へ

の
支
援
な
ど
を
講
じ
て
い
る
。
本
市
で
は
、

国
の
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な
い
世
帯
や

業
種
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
お
り
、
子
育

て
世
帯
に
は
国
の
支
援
対
象
と
な
ら
な
い

子
育
て
世
帯
で
、
世
帯
収
入
が
一
定
水
準

未
満
の
世
帯
へ
の
支
援
、
稲
作
農
家
に
は

肥
料
等
の
資
材
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
耕
作
面
積
に
応
じ
た
補
助
金
、
商
工

業
事
業
者
に
は
原
油
や
電
気
、
ガ
ス
料
金

の
高
騰
に
よ
る
増
加
コ
ス
ト
の
一
部
に
対

す
る
補
助
金
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

問答

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
を

納入食材の値上がりで学校給食も心配

再開発の期待が高まる「旧村上総合病院跡地」

菅 井 晋 一

稲 葉 久 美 子
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一　

般　

質　

問

⑺
帯状疱疹 予防接種を受けて

帯
状
疱
疹
等
の
予
防
に
助
成
を

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
は
子
ど
も
の
頃
に
感
染
す

る
水
ぼ
う
そ
う
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
発
症

し
︑
治
っ
て
も
生
涯
に
わ
た
り
神
経
に
潜

伏
し
て
︑
加
齢
や
ス
ト
レ
ス
等
で
免
疫
が

低
下
し
た
際
に
発
症
す
る
︒
特
に
50
歳
以

上
で
は
発
症
し
や
す
く
︑
80
歳
ま
で
に
３

人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
る
︒

　
発
症
す
る
と
︑
腹
部
や
顔
の
左
右
片
側

に
発
疹
︑
水
膨
れ
が
現
れ
︑
強
烈
な
痛
み

を
伴
い
︑
重
症
化
す
る
と
視
力
低
下
︑
顔

面
神
経
麻
痺
な
ど
の
重
い
症
状
が
残
る
可

能
性
が
あ
る
︒

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染

し
︑
入
院
し
た
50
歳
以
上
の
方
の
比
率
は

問

新
潟
県
で
は
75
％
と
高
く
︑
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
は
帯

状
疱
疹
を
発
症
し
や
す
い
と
の
調
査
デ
ー

タ
も
あ
る
︒

　
発
症
予
防
に
は
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が

有
効
で
あ
る
が
︑
４
万
円
と
費
用
が
高
額

で
普
及
し
て
い
な
い
︒

　
妊
娠
中
は
免
疫
が
低
下
し
︑
感
染
リ
ス

ク
が
増
し
︑
水
ぼ
う
そ
う
に
感
染
す
る
と

胎
児
に
奇
形
︑
知
能
障
害
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
︑
抗
体
検
査
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
重
要
で
あ
る
︒

　
全
国
で
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成
制
度
を
設

け
る
自
治
体
は
少
な
い
も
の
の
︑
本
市
で

の
助
成
制
度
創
設
に
つ
い
て
伺
う
︒

帯
状
疱
疹
は
感
染
リ
ス
ク
が
低
く
、

社
会
生
活
へ
の
影
響
は
低
い
と
さ
れ
て
い

る
が
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
あ
り
、
命
と
生

活
を
守
る
と
い
う
意
味
で
必
要
と
考
え
る

の
で
、
助
成
が
可
能
か
早
急
に
検
証
し
た

い
と
考
え
る
。

答

　平成24年４月の市議会議員選挙で初当選以
来、地方自治の発展と振興に貢献された功績が
認められ、全国市議会議長会および北信越市議
会議長会から、尾形修平議員（左）と渡辺昌議
員（右）が議員在職10年以上の表彰を受賞しま
した。

永年勤続議員表彰受賞

　村上市議会では、インターネットで議会中継の動画配信を行っています。
　本会議当日は生中継、録画中継は本会議終了後概ね５日後（土、日曜日、
祝日を除く）からご覧いただくことができます。
　ご家庭などでお気軽にご覧ください。

クリック!!
「村上市　議会中継」検索
http://www.murakami-city.stream.jfi t.co.jp

議会中継はパソコン・スマートフォンで

富 樫 雅 男
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除雪ドーザの購入契約 

議第75号　14ｔ級除雪ドーザ購入契約の締結
議第76号　11ｔ級除雪ドーザ購入契約の締結

契約金額 8,165万円

市道等の除雪のための除雪ドーザ14ｔ級1台と11ｔ級３台
を更新します。
 指名業者の中に地元業者は入っていないのか。
 除雪車という特殊な機械であり、確実な履行を担保する観点から選定

した結果、地元で取り扱える業者がいなかった。

問
答

主　

な　

議　

案

⑴

　

令
和
４
年
村
上
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、６
月
７
日

か
ら
24
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
改
正
や
補
正
予

算
、
人
事
案
件
な
ど
議
案
36
件
、
議
会
側
提
案
の
請
願

１
件
、
議
員
発
議
１
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
、
承

認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

６月定例会消防用ポンプ軽積載車等の購入契約

議第71号　消防団消防用ポンプ軽積載車及び小型動力ポンプ購入契約の締結

契約金額 5,010万円

消防団で使用するポンプ軽積載車８台と小型動力ポンプ８台を
更新します。
 消防車両の取り扱いができる地

元業者はないのか。
 現在、市内業者の指定には至って

ないが、地元の自動車整備協会に
消防本部から、問い合わせをした
ケースはある。消防車両は艤

ぎ

装
そう

の
関係で特殊ということで、車両の
入手も難しいと回答を得ている。

問

答

旧ごみ処理場残さ撤去工事等の請負契約

議第73号　旧ごみ処理場残渣撤去・荒川郷最終処分場閉鎖工事請負契約の締結

契約金額 2億8,582万円

旧ごみ処理場敷地内に埋設されている焼却残さを荒川最終処分場に埋め立てるとと
もに、同処分場の計画容量に達することから閉鎖します。
 旧ごみ処理場敷地内に埋め立てられている焼却残さのうち、荒川郷最終処分場で処分しきれない残さ

はどのくらいか。
 焼却残さの全体量8,950立方㍍のうち8,190立方㍍（91.5％）を荒川郷最終処分場へ、残りの760立方

㍍（8.5％）を県外の最終処分場へ運ぶことになる。

問

答

消防用ポンプ軽積載車

除雪ドーザ
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山北支所の定期の外壁塗装と、公用車駐車場の舗装打換えを行います。
 外壁塗装は、維持管理のため５年周期で実施するとの説

明だが、周期が短すぎるのでは。
 建設当時から３年で１回、その後は５年ずつと指定され

ていたが、あまりにも短すぎるため状態を見ながら判断
してきた。今回７年目を超えて、一部割れてきている部
分があるため、舗装打換えと併せて庁舎外壁の塗装をす
るものである。

問

答

宝くじ社会貢献事業の一般コミュニティ助成事業を活用して、集落等の地域活動
の振興を図ります。
 申請13件のうち４件が採択となったとのことだが、どのようなものが採択されたのか。
 太鼓や神楽幕などお祭りの備品や集会施設のエアコン、テレビ等の備品整備などである。
問
答

主　

な　

議　

案

⑵

コミュニティ活動を支援 地域活性化推進費 830万円

農林水産業の施設整備等に係る補助金の申請が予算を超過するため、予算を追加
します。
 農林水産業総合振興事業費補助金の内容は。
 事業者が導入する農機具、トラクター、ドローン等の経費について３分の１を、パイプハウス等に

は２分の１を補助するものである。

問
答

農林水産業施設の拡充を支援 農業振興費 1,152万円

令和４年度 一般会計補正予算

農村公園へ大型遊具を設置 農山村振興事業費 1,032万円

門前せせらぎ公園にユニバーサルデザインの大
型遊具を設置します。
 設置箇所の選定理由は。
 ホタルの生育に力を入れており、集落以外からの利用者

が多い公園となっていることや集落要望を考慮した。今
後さらに多くの方に利用いただけるように広報をして
いく。

問
答

門前せせらぎ公園

山北支所の外壁塗装と舗装 支所費 1,570万円

外壁の割れが見られる山北支所庁舎
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食材費が高騰していることから、保護者負担が増えないように１食当たり小学校
20円、中学校24円を助成します。

主　

な　

議　

案

⑶

学校給食へ助成

瀬波温泉の誘客を図る 観光費 60万円

学校給食費 1,323万円

クラウドファンディングを活用し、誘客事業のイベントを支援します。
 イベントの内容は。　　　コロナ収束の願いを込めて、スカイランタンを揚げる。問 答

地域活性化推進費 830万円地域活性化推進費 830万円地域活性化推進費 830万円

補聴器購入の助成を強化 社会福祉総務費 512万円

軽・中度難聴者補聴器購入の補助申請額が予算額を超過するため予算を増額します。
 500万円以上の補正となっているが理由は。
 当初予算は30件で100万円を見込んでいたが、4月～5月までに28個分の補聴器の申請があり当初予

算を超過した。2カ月間の実績を基に140個分の補聴器を見込んで計上した。

問
答

村上市スケートパークがナショナルトレーニングセンター（NTC）に認定された
ことから、強化指定選手の練習環境を整備します。
 スケートパークがNTC競技別強化拠点施設の指定を受けたことによる、直接的な経済的効果や利用

人数等も積算しているのか。
 強化指定選手は26人であり、場合によっては近くの温泉

に宿泊していただくことで、経済的波及効果も見られる
と思われる。また、スケートパークを利用している子ど
もたちや保護者が、一流アスリートの練習風景を見学す
ることで、モチベーションの向上につながっていくと考
えている。

 NTC競技別強化拠点施設の指定を受けたことで、この施
設を通じて将来的にさまざまな施策ができるのではない
かと思うが、諸団体との連携はどのように進めるのか。

 中央競技団体のコーチがスケートパークに来ることとな
り、機能強化協議会の開催を通じて情報交換を行い、事
業協力や取り組みについて協議することにしている。

問

答

問

答

強化選手の練習の場へ 保健体育総務費 1,711万円

ナショナルトレーニングセンター
（NTC）競技別強化拠点施設とは？

冬季、海洋・水辺系、屋外系の
オリンピック・パラリンピック競
技などのトップレベル競技者が集
中的・継続的にトレーニング・強
化活動を行うための活動拠点とし
て、既存のスポーツ施設を活用す
るものです。
　村上市スケートパークは４年４
月１日から７年３月31日まで、ス
ケートボードのＮＴＣ競技別強化
拠点施設としてスポーツ庁から指
定されています。

クラウドファンディングとは、個人や法人が立ち上げたプロジェクトに共感された方から資金を募る仕組みのことです。
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議
案
の
審
議
結
果
⑴

議案の審議結果
議案番号 議　　案　　名 表決 結果

請願
第１号

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制
度２分の１復元に係る意見書の採択を求める
請願書

全会
一致 採択

議員発議
第６号

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制
度２分の１復元に係る意見書の提出について

全会
一致

原案
可決

議第53号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（吉村和昭 氏：再任）

全会
一致

原案
同意

議第54号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（小田ルイ 氏：再任）

全会
一致

原案
同意

議第55号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（佐藤和平 氏：新任）

全会
一致

原案
同意

議第56号
専決処分の承認を求めることについて（損害
賠償　蒲萄スキー場隣接地における圧雪車に
よる給水施設破損事故）

全会
一致

原案
承認

議第57号 専決処分の承認を求めることについて（村上
市税条例等の一部を改正する条例制定について）

全会
一致

原案
承認

議第58号 専決処分の承認を求めることについて（村上市国民
健康保険税条例の一部を改正する条例制定について）

全会
一致

原案
承認

議第59号 専決処分の承認を求めることについて（村上市
手数料条例の一部を改正する条例制定について）

全会
一致

原案
承認

議第60号
専決処分の承認を求めることについて（村上市国民
健康保険税条例及び村上市介護保険条例の一部を改
正する条例の一部を改正する条例制定について）

全会
一致

原案
承認

議第61号 専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度村上市一般会計補正予算（第24号））

全会
一致

原案
承認

議第62号
専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度村上市情報通信事業特別会計補正予算

（第４号））
全会
一致

原案
承認

議第63号
専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正予算

（第１号））
全会
一致

原案
承認

議第64号
専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度村上市国民健康保険特別会計補正予算

（第３号））
全会
一致

原案
承認

議案番号 議　　案　　名 表決 結果

議第65号
専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度村上市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号））

全会
一致

原案
承認

議第66号 専決処分の承認を求めることについて（令和３
年度村上市下水道事業会計補正予算（第４号））

全会
一致

原案
承認

議第67号 専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度村上市一般会計補正予算（第２号））

全会
一致

原案
承認

議第68号
専決処分の承認を求めることについて（令和
４年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正予算

（第１号））
全会
一致

原案
承認

議第69号 関川村との定住自立圏形成協定の変更締結に
ついて

全会
一致

原案
可決

議第70号 粟島浦村との定住自立圏形成協定の変更締結
について

全会
一致

原案
可決

議第71号 消防団消防用ポンプ軽積載車及び小型動力ポ
ンプ購入契約の締結について

全会
一致

原案
可決

議第72号
村上市過疎地域の持続的発展のための固定資
産税の課税の特例に関する条例の一部を改正
する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議第73号 旧ごみ処理場残渣撤去・荒川郷最終処分場閉
鎖工事の工事請負契約の締結について

全会
一致

原案
可決

議第74号 市道路線の認定について 全会
一致

原案
可決

議第75号 14ｔ級除雪ドーザ購入契約の締結について 全会
一致

原案
可決

議第76号 11ｔ級除雪ドーザ購入契約の締結について 全会
一致

原案
可決

議第77号 令和４年度村上市一般会計補正予算（第３号） 全会
一致

原案
可決

議第78号 令和４年度村上市一般会計補正予算（第４号） 全会
一致

原案
可決

請願の審議結果
・請願は本会議で採決が行われ、全会一致または賛成多数の場合、採択されます。

件　　　　　名 請　　 願 　　者 紹介議員 付託委員会 審議結果

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の
１復元に係る意見書の採択を求める請願書

新潟県教職員組合村上市
岩船郡支部
　執行委員長　渡辺利一

川村敏晴 総 務 文 教
常任委員会 採択

陳情の審査結果
・陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。

件　　　　　名 陳　　 情 　　者 所管委員会 審査結果
後期高齢者の医療費窓口負担の２割化中止を求める
陳情

全日本年金者組合新潟県本部
　執行委員長　稲葉正美

市 民 厚 生
常任委員会

意見の一致を
見 な か っ た

沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意
見書の提出を求める陳情

辺野古を止める！全国基地引き
取り緊急連絡会
　代表者　福本圭介

総 務 文 教
常任委員会

意見の一致を
見 な か っ た

女性トイレの維持及びその安心安全の確保について

女性スペースを守る会―ＬＧＢ
Ｔ法案における『性自認』に対
し慎重な議論を求める会―
　�共同代表　飯野香里、井上恵

子、永田マル、山田響子

県外からの郵送による陳情は、
原則として委員会で審査せ
ず、全議員への配布にとどめ
る取り扱いとしています。

国民の祝日「海の日」を7月20日に固定化する意見
書の提出を求める陳情

海事振興連盟
　会長　衛藤征士郎
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議
案
の
審
議
結
果
⑵

令和３年度 政務活動費 交付実績

意　見　書
◎ 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書

　上記の意見書が本会議で可決され、関係行政庁に送付されました。

人権擁護委員が決まりました
次の方が議会で同意されました。（任期：令和４年10月１日～７年９月30日）

吉
よし

村
むら

和
かず

昭
あき

 氏
（朝日地区・再任）

小
お

田
だ

ルイ 氏
（神林地区・再任）

佐
さ

藤
とう

和
わ

平
へい

 氏
（荒川地区・新任）

人権擁護委員は、人権擁護委員法の規定によ
り、市長の推薦、市議会の同意を経て法務大
臣から委嘱されています。法務局と連携して
主に次の活動を行っています。
・ 人権相談を受け、問題解決のお手伝いをする。
・人権侵害による被害者を救済する。
・ 地域の皆さんに人権について関心を持って

もらえるような啓発活動を行う。

政務活動費とは？　会派および議員に対して、市政に関する調査研究その他の活動に資するための必要
な経費の一部として交付されるものです。各会派および議員の収支報告書は、村上市議会のホームページでご覧
いただくことができます。また、支出関係書類や領収書等については、議会事務局で閲覧できます。
１　会派の政務活動費（所属する議員1人当たり60,000円） （単位：円）

会派名 交付決定額 実績報告額 対象経費 返還額
鷲 ヶ 巣 会 240,000 248,246 240,000 0
清 流 会 180,000 0 0 180,000
高 志 会 180,000 159,786 159,786 20,214
市 声 ク ラ ブ 235,000 240,685 235,000 0
新 政 村 上 120,000 106,983 106,983 13,017
令 和 新 風 会 120,000 162,210 120,000 0

合　計 1,075,000 917,910 861,769 213,231

２　議員の政務活動費（議員１人当たり60,000円） （単位：円）
議員名 交付決定額 実績報告額 対象経費 返還額

上 村 正 朗 60,000 212,700 60,000 0
菅 井 晋 一 60,000 92,646 60,000 0
富 樫 雅 男 60,000 335,141 60,000 0
髙 田 　 晃 60,000 173,488 60,000 0
小 杉 武 仁 60,000 47,476 47,476 12,524
河 村 幸 雄 60,000 156,900 60,000 0
本 間 善 和 60,000 64,680 60,000 0
鈴 木 好 彦 60,000 61,082 60,000 0
稲 葉 久 美 子 60,000 26,400 26,400 33,600
鈴 木 一 之 60,000 54,170 54,170 5,830
渡 辺 　 昌 60,000 72,600 60,000 0
尾 形 修 平 60,000 26,400 26,400 33,600
鈴 木 い せ 子 60,000 95,056 60,000 0
川 村 敏 晴 60,000 131,494 60,000 0
姫 路 　 敏 60,000 111,614 60,000 0
川 崎 健 二 60,000 55,209 55,209 4,791
木 村 貞 雄 60,000 13,200 13,200 46,800
長 谷 川 孝 60,000 76,824 60,000 0
佐 藤 重 陽 60,000 61,170 60,000 0
大 滝 国 吉 60,000 70,596 60,000 0
山 田 　 勉 60,000 131,250 60,000 0
三 田 敏 秋 60,000 39,660 39,660 20,340

合　計 1,320,000 2,109,756 1,162,515 157,485

－ 支出が認められる経費 －
調査研究費
地方行財政等に関する調査研究および調
査委託に関する経費

研修費
研修会を開催するための経費または研修
会に参加するための経費

広報費
議員活動または市政について住民に報告
するための経費

広聴費
市政に対する意見聴取または住民相談等
の活動に要する経費

要請・陳情活動費
要請または陳情活動を行うための経費

会議費
団体等が開催する各種会議へ参加するた
めの経費

資料作成費
議員活動に必要な資料作成のための経費

資料購入費
図書、資料等を購入するための経費
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８月23日㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

９月６日㈫ 定例会初日（本会議）

８日㈭

一般質問（本会議）
９日㈮

12日㈪

13日㈫

14日㈬ 総務文教常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会15日㈭

16日㈮ 市民厚生常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会20日㈫

21日㈬ 経済建設常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会22日㈭

28日㈬ 一般会計予算・決算審査特別委員会

30日㈮ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

令和４年
９月定例会のお知らせ（予定）

　市議会だよりは定例会の開催に合わせて年
４回発行していますが、臨時号を含め今号で
第70号となりました。
　６月定例会から市議会だよりの編集を行う
議会広報特別委員会のメンバーも新たになっ
たことから、前回のリニューアルから10年ぶ
りに、「わかりやすい紙面」を目指してレイア
ウト等の変更を行いました。今後とも、市民
と議会をつなぐ大切な媒体として、少しでも
多くの方に関心を持って読んでいただける市
議会だよりとなるよう努めてまいります。

　より良い紙面とするため、市議会だより
に関するご意見やご感想について、議会事
務局までお寄せください。

市議会だよりをリニューアル

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

密な近所づきあいで地域に溶け込む

本
ほん

間
ま

耕
こう

太
た

郎
ろう

 さん　（高根)

地域おこし協力隊

■自己紹介をお願いします
　平成６年静岡県生まれ。協力隊着任以前は、東
京の木材商社で国産材を取り扱う仕事をしていま
した。現在は朝日地区の高根集落に住み、高根生
産森林組合を受入団体として活動中です。
■地域おこし協力隊として村上市を選んだ理由は
　高根集落とは学生時のインターン中に縁を持ち、
東京で勤めている間も地域のイベント等で交流し
ていました。朝日駅伝に誘っていただき参加した
こともあります。足しげく通ううちに、地域おこ
し協力隊として高根で働かないか？と誘いを受け
たのがきっかけです。
■どのような活動をされていますか
　林業は木を植えて育て伐って売る仕事ですが、
より効率的で適切な作業を行うために、例えばGIS

（地理情報システム）というソフトを活用して、山
の現状や作業の履歴を視覚的に分かりやすくかつ

分析しやすい形で整理したり、効率化を図る資器
材導入の提案をしています。協力隊の活動以外で
も集落内外へ向けたイベント開催に携わったり、
特技のロープワークを生かして人家や田畑周辺の
樹木を整備したりしています。
■実際にこちらで生活した感想は
　当初は冬の暮らしを懸念していましたが、周囲
の支えのおかげで、雪降ろしをはじめ雪とともに
ある生活の要領をつかむことができました。冬が
厳しいからこそ春の訪れは感動的でした。都会か
ら来て不便ではないかとよく聞かれますが、特に
不自由さは感じませんし、密な近所づきあいの中
で、一人暮らしでありつつそうでないような不思
議な感覚です。
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